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間は5月6日まで。）。本学においても、前述の3月31日付授業実施方針に沿って、4月22日から5月6日ま
で対面型授業を実施せず、遠隔授業等を実施することとした。
なお、学生に対する情報通信環境調査の結果、全ての学生が一定の情報通信環境を有するとの結論を
得たため、5月6日まで原則として遠隔授業の実施を認めることとなり、必要な場合には、授業外等で学
修上の支援を行うものとされた。

5月6日を期限として設定されていた緊急事態宣言は、5月4日付で5月31日まで期限が延長されたもの
の、5月14日付で愛知県は緊急事態宣言のV君紡生∵
こ晶を、実 言 受してぃた学生が する 、6月f日∵
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その他、遠隔授業等を実施する場合であっても、大学設置基準の規定にしたがい、単位数を定めるに
あたっては、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成するのが標準となる。

・大学設置基準（昭和31年文部省令第28号）（抄）
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②　令和2年度後期における対応
令和2年度後期については、10月下旬から地域の感染状況が悪化し、この先、学生が多くの遠隔授業
等を受講することが予想された。先の通信各社の支援は後期には継続されなかったため、再び緊急事態
宣言が発出され、5月と同様に大学を含む学校等への休業要請が行われた場合には、今度は通信容量によ
る受講への影響が生じる可能性が危惧された。
そのため、令和2年度後期において、情報通信環境を含む学生の学修環境について、全学生を対象とし
た遠隔授業等に関するアンケートを実施することとした。
当該アンケートにおいて、遠隔授業等を受講するための情報通信環境に関する複数の設問を設け、学
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⑵　授業開始までのスケジュール（学部新入生向け）
4月1日から授業開始までの学部ごとのスケジュールを記載している。具体的な項目は、高等教育修学
支援制度（授業料等減免、給付奨学金）及び日本学生支援機構奨学金の手続き、合同ガイダンス、入学
式、学部別ガイダンス、教養教育履修登録説明会（参加自由）、健康診断、クラスオリエンテーション等。

⑶　各学部からのお知らせ
遠隔授業を受講できる通信環境及び視聴機器（パソコンやタブレット端末等）の準備、実習ユニフォー
ムの採寸等。

⑷　学務情報システムの操作方法や履修登録
学務情報システム（学内ポータル）の操作方法及び履修登録。

減免並びに支援奨学金、学生生活（学生生活の手引き、学生教育研究災害傷害保険、定期券の購入等）、
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�　M2講義室を2部屋使用から講義室2において座席指定での対面講義とした。
�　M3講義も同様座席指定にて対面講義とした。

�　「令和5年5月8日付けで新型コロナウイルス感染症が感染法上5類となったことを踏まえ、M1～M3
は大学のコロナ規定に従うとともに、講義の際の座席は自由席でよいこととする」と令和5年5月9日
の基礎教授会にて決定した。その為翌日5月10日よりM1・M2・M3の講義においては自由席にて受
講可能となった。
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・�緊急事態宣言解除後も引き続き不要不急の移動を中止・延期し、県内の移動や帰省も慎重に判断し、感
染防止対策を徹底して細心の注意を払い、健康観察に特に留意すること。
・�海外渡航は自粛すること。
・�3密を避ける、マスク着用の徹底、手洗い消毒うがいを励行する、換気を十分行う、大人数での会食・
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全ての講義をZoomを用いた遠隔講義で行うことを決定して、その準備に入った。学部担当の教務FD
委員長の粂教授が中心となり、ネットワーク担当の佐藤准教授、大学院教務委員長の中川教授、遠隔
講義の経験豊富な牧野教授の4名と学部事務室の小島係長、浅井主事で遠隔講義支援チームを作り、遠
隔講義の準備とサポートを行った。その後、全学から、入学式の中止と授業開始日の4月22日への変
更、Zoom使用などの指示があったが、薬学部は、既に方針を決め、Zoom講義の練習も計画してい
たため、順調にオンライン講義を進めることができた。
�　実際の講義は、座学科目は全てオンラインとする一方、基礎実習科目は、例年は午後半日9日間で行
っていた実習内容を午前午後の全日で3日間まで圧縮することで、期間を短縮して行った。そのため、
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　（3）令和3年度前期～令和3年度後期
�
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●情報通信環境調査
　�　遠隔講義導入にあたよ
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ことのみで プ 2醐
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2　人数制限・指定席・通行規制・消毒・換気
・�教室の座席表を作成（定員の2/3）し、座席番号を付番した。
・�
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　（2）研究科
令和2年度　入学時ガイダンス
・消毒薬の設置、座席の間隔を広く確保するなどの感染対策に留意し、4月6日に対面で開催した。

令和3年度・令和4年度　入学時ガイダンス
・消毒薬の設置、座席の間隔を広く確保するなどの感染対策に留意し、4月5日に対面で開催した。
・�入国できない留学生について、履修登録に必要なアカウント情報の送付と時間割、学事日程の送
付意ａ

6　学生アンケート





第２章　教育

2　人数制限・指定席・通行規制・消毒・換気
【講義時の人数制限】
教室の利用人数定員を平常時の2分の1に制限した。

【指定席】
【指定席】座
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1　遠隔授業・課題研究による授業
　（1）準備期間（令和2年4月1日から令和2年4月21日まで）
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らないようにトラテープを貼付した。昼食は教室で前を向いて黙って食事させ、食後は教室に備え付
けの界面活性剤（マイペット）で清拭させた。食べ終わった容器類は持ち帰らせた。手洗い、食事、3
密回避に関するオリジナルポスターを作成し、啓発活動を行った。
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令和3年度後期からは、外部実習施設も抗原検査の陰性を条件に、病院実習を再開した。そこで、抗
原検査キットを購入し、看護学研究科に所属する医師3名が対象者の抗原検査を行い、陰性であること
の診断書を作成し、学生が外部実習施設に持参した。

　（3）自習
看護学部棟地下1階の学生ホールは十分な換気能力がないため使用禁止とし、令和5年度に換気工事
を行うまで閉鎖した。
同階の学生用ロッカールームは、学生の利用をできるだけ控えるように指導し、演習の授業などで
更衣が必要な場合は、学生が密集しないよう小グループ毎に利用時間を割り振った。
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　（2）ポスター掲示
それぞれの施設でマスク着用など基本的な感染対策を呼び掛ける掲示を
行っていたが、令和3年度になり新たな新入生を迎えることを踏まえ、基
本的な感染対策（マスク着用、手指消毒・手洗い、3密回避、食事時の注
意）の分かりやすいポスターを作成し、全学的に掲示を行った。

�ɹֶੜࢪઃͷར༻

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、名古屋市の施設
の臨時休館に合わせて、令和2年3月5日から学生会館、体育館、
トレーニングルームの臨時休館を行い、3月30日の課外活動の全
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③　令和4年度
新型コロナウイルス感染症の影響により、2年連続で通常開催ができなかった大学祭について、4キ
ャンパスの大学祭実行委員会と学長補佐、学生課で開催（中止）基準を検討した。
新型コロナウイルス対策本部会議を経て、開催基準を「各大学祭の当日（及び開催に必要な最低限
の準備期間）に愛知県が緊急事態措置区域となっていない場合又は名古屋市がまん延防止等重点措置
区域となっていない場合（以下、措置区域となっていない場合）は、対面での開催を実施する。ただ
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●総合情報センター情報処理教室
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（7）本学独自の授業料減免制度
高等教育の修学支援制度の対象とならない大学院生及び留学生（高等教育の修学支援制度への移行に
伴う経過措置が適用される学部生を含む。）に対する本学独自の授業料減免制度は、生計維持者の病気・
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（1）不安やストレスへの対処
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新型コロナウイルス感染症の影響で多くの企業がオンラ
イン面接を取り入れており、オンライン相談では、オンラ
イン面接の練習や注意点の指導などを行った。
令和4年度以降は、対面での相談を再開した。学生がオン
ライン（Teams）か対面かを選択することができる形態を
とり、通学日や授業のスケジュール等に応じて柔軟に予約
が取れるようになった。また、対面形式による面接の再開
により、対面での面接の注意点を相談する学生もいた。
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●国際交流センター会議における学生海外派遣に関する審議状況
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その他
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（7）留学生宿舎
新しく入居する学生については、入居後2週間の検温の状況を記した「経過観察シート」を提出させた。
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医学部
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経済学部
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実績は下表の通り。
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コロナ禍2年目の令和3年度は、人数を制限した上で、8月17日に対面で実施した。学部説明会をさく
ら講堂で10時から11時まで実施し、82名の参加があった。同時並行して個別相談を10時から12時まで
看護学部棟3階講義室で開催し、54名の参加があった。学部説明会の様子は8月23日から31日まで他の
14のコンテンツとともにWEBオープンキャンパスとして事前申し込み不要の動画配信を行った。特設
サイト訪問者は、期間中の延べ視聴回数1,611回、延べ視聴人数1,346人であり、令和2年度と同等数の
参加があった。

総合生命理学部
高校生および保護者向けに行うオープンキャンパスについて、通常の対面形式と違う形式でも良いの
で、何らかの形で開催したいとのことで、令和2年度についてはオンラインのみで、令和3年度および令
和4年度については感染対策を行ったうえで、対面およびオンラインのハイブリッドで開催した。

●令和2年度
夏　7/18 実施
（参加者数　　午前：45名、午後：71名）
秋　11/14 実施
（参加者数　　17名）
・オンラインのみで実施。

●令和3年度
夏　7/17 実施
（参加者数　　午前：対面119名　オンライン25名、午後：対面101名　オンライン17名）
秋　11/13 実施
（参加者数　　午前：対面62名　オンライン7名、午後：対面53名　オンライン6名）
・対面およびオンラインのハイブリッドで実施。
・対面での参加申込み上限人数を教室収容人数の50％以下で設定。
・受付での人の滞留を防ぐため、座席全席指定。
・受付にて検温および手指消毒。
・校舎入口および各教室の入口でアルコール消毒の実施。
・各回終了後に座席（机と椅子）のアルコール消毒。
・建物内一方通行。

●令和4年度オープンキャンパス
夏　7/16 実施
（参加者数　　午前：対面120名　オンライン80名、午後：対面119名　オンライン45名）
秋　11/12 実施
（参加者数　　午前：対面118名　オンライン6名、午後：対面108名　オンライン4名）
・対面およびオンラインのハイブリッドで実施。
・対面での参加申込み上限人数を教室収容人数の50％以下で設定。
・受付での人の滞留を防ぐため、座席全席指定。
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・研究内容の紹介

ゝ𥁊 課締 ɪぱ 孋 帝ůˀも 、諑嫏ぱ
ヽオ ぱ儻 ぱ
・研究内容の紹介

・ 内 倏儕巍猊 世 # 凪ぱ憤
・ ， 程 犱 祗儕巍擴世巍咎儕吁沱な・ 内 倏儕巍气

・ 倏儕愀訥世巍咎儕吁暾・ 内 倏儕巍暾
・ 倏儕愀葆世巍咎儕吁暾
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看護学研究科
コロナ禍1年目の令和2年度は、対面による開催は中止し、遠隔会議システム（Zoom）により7月4日


